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（障害幼児φ福祉に蘭する総合的研窄」』第4報）

　　　　　　　　　　　ノ」7』啄』ゆ嬉

、・自 閉症あるいに自閉的傾向を持っ子どもに関する研究

が緒にっいて既に30年あまりの歳月が過ぎ，、・、その最初の

症例報告者であるKan準er，』L にょる当時の症例の鐙年

後の長期予後の報告をかわきりに，その研究方向に様々

の変遷をみた自閉症研究もジ．i近年多ぐの予後レ；関する研

究効果が発表されつつある。1ぐ、
〆．

1ら、それ等の論文の多ぐは・’、予後卑好といえるものぱ・1せ

いぜV＞対象者の20㌣30％にすぎず，．現段階では自閉症の

．予後は，・当初考えられてレ｝た理明る》痴の零ない亭を示

唆してレ）う・（琴4P鵬r’Creak・ R血tt釘等の論文になる）

と同時に， そり状態像の多様性を指摘、している6・ゴしかし

中には就学前顛における症状が重かったにもかかわ、ら

ず，社会的に完分に能力を発揮してレきる璋例をあげ回復

㊨可能性について論じていうも・のもな 硫わけ’でに・、な・吟

1（G3j孫9Qドlg， 『融1翠rlor〆．砥・、の症例報告）511この様に予

後研究の結果勘・なりの差力矯ら樋；とをま碑閉症研

究がにじめられ準当初ピその診断蓋準をめぐづて種々論

争がK、．り返さ れた力粒今墜ぬまだにr定した基準がない

塞まにド予後が論じられて塵るなめであり対象症例の範

瞬の違いが〆弓予後φ違娘を撃く・可能性も多く，、今後の自

閉症研究の大きな裸癌とも勲う、こと カミでき，るであろう。．：

、

学校集団への適応を・1・つの目標として， 暗中模索分う、

ちに，1，鶴者らが，トこれ等め子ど逃達の幼児期の治療にた

ずざわ惹様になづて15年がたつσ当時のテども津も諺そ

ろそろ義務教育を終える年頃になり， 1つ真、っの症例の

長期的むfgl19Wruρ、の第①歩として始あたのが今回のこ

りQ ⑳恥w・“罵面接である◎，」ゴ、、』1戸lill、』）・…1そ：』

、、・1筆者らに乳1傷閉症の範噴をめ 怠る論争撰盛夷な中で・』

診断よ．恩も，ンその子ごもの自阻悔の卑解を砂さ1レで，他

タ⑫闘心を育てうべく：週1回攻時間の遊峨治療セヂ日常

子ぢむと接する機会の多や巻・誰ζレ頂母親令㊨一 勉恥．

・聯eUiゑg・を行づて来た。・対象瞳幼児矯あり ・＝当時治療機

関の少なか彰たこと適あって，、時間的な制約か危小学校

腰瞬嘩咽飴療か朋鳳・あるいは罷が起
づた時⑳み母親の相談に応ずるとい うかたちに移行， 今

　　　 蘇究第7蔀写r 毘田11・幸 ・江

日に至っているものが“、その殆どである。1予後の状態が

多様であればある程，それを、決定するのに大きな影響をr

もつ因子と1して搭．またそこにがかわる仕凄をしているも

〃）として，‘どの様な抜いが彼等によりよい発達を促す刺

激となり得るのかの検討を行ないたいという爾が今回の

面接の第／1／の目的であ？た。 面接は比較的来所時の子ど

もの状態が こまが1ぐ記録されているもの18名について行

ったが，今回はそのうちから今後の自閉児Φ扱レ）に大き

な示唆を与えてく麹と肺れる特徴的な3例をここに

報告，1検討を加えてみたい。

’

名、葬』1．』遡二
も』．，．

．、、

．　．戸

31ン ．症例A
F．、

　．・本グ」不は本児が3 才の時i 母親がいろ恥ろな所の

　『、意見をきヌ 為尽歩き廻ら ていた折，その窄環どして当

・［ 談室を訪れたも¢）であるポ当時母親の方針は耶に瀕

　定しており認むしろ睾次的な障害がおごづた時蜂考界

、・『 という瑛で相談者も母規㊦方針を支持，．ぞの後折に一

　ぷれ母親巧）創童工来に満ち鳶振ヤ♪を聞く ζ同時ヒも、 子

」ども、の状態像を報告し七もらレ）ず相談者の方が教えら

㌃れる帯の多力斗っ，た有やろである6で 』

r昭榔箱虹瑚謀脚大学病脇務陵母繍
蝉醒学科卒海，そφ他駅方醐母涕鉢φ駄
家族である於本児は父¢）ニア‘メ』』リ『ヵ留学中現地で生まれ

るゲ 正常出産，噴、ぞφ後の発育は順調ご しかし生後2～＄・

か月頃から太きな音犀爵する反応がにぶい礁から聾の疑

いを持ち法、β彦丹頃タ ワあちこぢのグリ．畠ジクをまわり』

歩く、6、それ以後の媒塵に耳のきこえを試す・よ＝うな生活

的後にな揉舞跳搾響で嘩噸子関嘩作
り出していた様麟思緬鞭鱒≧砺融そ し餌
ケ月になり・現地の鮮校瞬獅批そこ1鰍鰍膓
』「この予比は訓練しかな野る非と野われた箏が鎗そ勉以後

の本人に対する母親の気持に大きな影響を持づご．≧ にな

る。　”　 r㌦　 〆『』r 』ヨ㌣’ 1弓・う恋く』1一』＿・
r、、戸

　13才になる現在，聴力60デシ越ルと硲う癖で補聴蹄き

使用しているが顎物尽のこだわり1，・他之の関係のもち方

な．ど自閉的な行動特徴も多分に有しており・，軍複障轡と
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してとらえてよいのではな膝という璽大方硯㌍はゆて本輝，7イウエ舜・にした時は欝し，それ
ある。　　　　　　　　　［、＝　　　”　　　、〉　　を見た本人が嬉しそうに笑ぢのをみて，始めて賞める礁

　2才の時帰国。聾学校に通う。少妾寮も購く暑葉φ謬ll』七さえ恵れていた自分に気がついたという述壊は当時の撮

練をと考える母親にとって，まだ小さい肇≧，．耳だけの　　のr途さを物語るものであろう。

問題ではない事を理由に人間関係を重視しだ聾学校幼稚”　　こうして」応の成果をあげつつも母親自身，そのやり

部の教育方針にあきたらず・その後一応小学校入学まで　　方にまった く疑問がなかったわけではなく，次々におこ

は在籍させ為魁結局最後の1年半倖け通暉彦ず。しか　　る迷い，不安に多くの専門家を母ね理論的にその方法が

し母親にとって・聾学校での大きい子どもへの訓練を直　　間違っていないかをきいて歩いたという。そこには賛否

接見聞した礁は， 本児の訓練の方法を考えることで非常　　両論があったが，結局，今とるべき方法≧して自分には

な参考とならたという。 　　　　　　　　　　　　　　これしかないということで自分自身を縮得きぜ蜘練ほ続

　聾学校と平行して都内にある私立の通園施設にも通　　けられる。母親の性格としては，長期的な見通しを持っ

う。そこでただひもを振りまわ・しているだけの年長自閉　　て一旦決めた事はどんな事があっても， その目標に向っ

症児を目にした礁が， 「こ んな事をしていては1これし　　て進むべきで， その間に起こる』トラブルは目標達成のた

か出来ない子どもになってしまう」という母親の思いを　　めにはなにがなんでも，のり切らねぱならない、ものであ

r層深め弘そこには教えるための訓練しかない事を決意　　り・何事も徹底し《やっズはじめて効果があがるものだ

させる。∴・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と信じていた。そういう意味で本児に対し《も， 』（ヱ）人の

　参考までに書葉の訓練の1っの例をあげてみよう。　　　いう事をきく，又きこうとする態度がある。』．（2）自分の意

　音を出させるためには，まず音の違いを教えなけれぱ　　志が表現できる。（3）他人の役に立つ寧のできる人間にな

という審で・母音である「あ」とrシソの字脅内一ドに　　る。この三点を本人が自分のものにする礁が出来た時ボ

轡き，大きな声で読んでは，それを拾わせる。』初めばま　本人の一生は楽しいものとなるほずだと恵い相手が屈服

ったくやる気がなく，いいかげんな礁をしていだが，そ　　するまで同じ方法で1つの事を身につけさせようどして

んな時に1ま容赦なく体罰を加え…時には食疹を抜かせる　　いる6

寮もありたという。，そのあまりの過酸さに家族から非難　　　手指の関節の曲がりが悪い事もあっ℃ 折紙をやら せ1

の声がおこり，それに屈するのを恐れ，一家人の留守をね　　る恋を思いついた時も，母親のこの考えは遺憾なぐ発郷

らって醸訓練を続けたという当時の母親の言葉は，その　　された。嫌がる事もやがてガ解放されたい為のなげ妻》砂

訓練の一途さを伝えるものであろう。 こ・うして母音のカ　　なやり方に変わる頃には，くり返しを好む性格に爽うぢ

一ド全部が間違いなく拾えるようになっ摩ところで・い　　されて折らずにはいられない習慣を形成， やがで熟練し

わせる訓練に入る。・そこでは母の口をみる群ヂ それを真　　て行くようになる。しかし最後まで折りあがりを楽しむ

似することを徹底的に課題として与え，鏡を使ぢたり手　　という感じはなく，ただ折るという作業を済ませるとい

で口をこ・じあけたりの毎日だったという6 ■方外出して　　うものであったらしい己そのため唯それだけ．で終らせて

いる時でも訓練は続けられ名前を呼んでも振り向かなけ　　しまわない様，先にあげた目標の（3）に近づける 箏『を考

れぱ，振り向く・まで呼び続けたし，いわれた物を指さし　　え・・弟が生まれたのを幸いおむつをたたむ蛮を教え∫・、更

する串が強いられた◇ある時は何でも指させぱよいとば　　に洗濯物をたたむ事を教えていらrている6．現在も時間が

かりあれこれ指さして母の顔を伺う様な礁もあったがヅ　　あれば母と一緒に施設へおむつたたみの奉仕に出かけて

課題に応じようとする気持があればぞれでも良いと思っ　　いるというじ

て続けたというび そのうちに段々：と，・1本太も｝旦課題と　　　くせになったものは，この様に生活に応用できるもの

して与えられた蛮はやらなければ何と しても逃れられな　　は，なるべく応用させたし，ただくり返しだけを楽しむ

いという凄を洞察した様だし，そうなると’それ程強制し　　様になった時にはそれが熟達した時点で徹底しぐとりあ

なくても課題に応ずるようになったという礁である。　　　げ，生活の巾を広げる事がこころがけられている、
1、．

　ただその頃の母はヂ教えるという 挙に夢中で， 疲れる　　　この様な生活を送りながら，やはりその時たに問題に

とか，連続すれば能率が落ちるという礁にまでは思いが　　なった礁は，自発性の欠如であり，やらせればやるが∫、

至らなかったばかりか，ほめるという気持のゆとりもな　　働きかけなければ何もせず，指示されるまそ待つという

く，．母としては出来る様になった時も， これだけやつて　　生活しかない峯であった。しかしそれも普通小学校へ入

やっと出来る様になったという気持の方が強かった。し　学ジ3年生となった頃母からの刺激だけでなく，友達か

かし家族ば，・その訓練の厳しさをみていなかった為か，　　らの刺激を受け入れ，新しい事や新しい言葉を覚えて来
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野田：宙蘭児あ予後』残曇亥嘩駅蓼甥ボ鱗らめ検討一

る榔なっ崩，そはで本人を進舞せて来たことに4ソ融の弟餌人家族講才頃網簿欄醗驚 再
r齪し，醗齢なさもやむを得ないもの筋鋤乞思親昂謡蝋騨を購て臆力舜埠2髄過ぎ
　った糞いう5、∵i≧ノ」く．lll訊ヒ属

ぼ訴翫窓 ・1
続二　　　　奔景ども曝関心を持為な玲諮嬉liト1雨親の甑う事はある径

　現在デ普通中学・2年生饗あり∫1全面的に学業にρ恥て』度了解するのに，領すことには進歩がみられず1、返事嘩

行く と嫡蹴難かL齢関儲φ間畑簿級樋学惚幅勲ら贈を感ずる様惣り盟鋪談所林
する事g是非が櫨タ論じちれ花照る様であるが誘本児な　　学病曉等をまわη4才の時工自閉痙ず〉疑いみり土と診断

・りに普通児からの刺激を雀り入れ， 少1しづ2でも新しい　　されズいるぢ、1細ξ・乙財i墜こcゆパ訟二、こ・場 1づゴk熔k、

礁をおぼえズ行づている置いう♂i今向の面擾中廼も1・・椅　　・1誤才13勇月の時当所零行らた知能テろ謳では“まうた

子を指しての「これは英語で何≧いうの？」冒とめ質問に　　蓄謀題匹応ぜずテ菱ド不能るI 牽だ言葉はか欺穿出ミ重恥

叉rチェ7司と答即勧擬ず燃難h剰1礎え』て瀦φ職r桝齢麟と餅縮桁く爲：％
　畜。　　　　　　　　　　　　　．　、充完ノ5代い、 灰・ 　ごか齢璽ジお汰のむタ｛お魚た春る」 等亡話した蛮が記録

1、、職鰍簸す郷騨殆醐騨な》・が海鯛題勲て鴨謬醸三i解短“麻掴＝：影ヤ」‘多題
　とな多とか学校3年生程度芝恥う事であ駆1それ南間題　　な セラ｛ビ←室控の様争商、開始当初零塑絵本をみるド準

　を解ぐ力がないというより7文の持づ意味がわがちな聾1・ ラ、セ1ネrトに絵をがかせる，」水遊びも述ソカチを洗う等。1

勤方が多いらしい細えばrλ桝こ駄彩餌驚純胴納な動鞭艇みら悩縦だ思樋の一燃
　留所寿3人おりたら何人残ら《セ、る0芝》う問題があち　 らな跡と姻頬をお：ダじ溌ぞうなると容易に気玲をがえ蓄

た齢・駅ち紙の上轍えて纏楚議蝉⑳停癖力響ず綱ま麹通さ甑翅場の収拾難き
　留所が何であるかよそOでバスが蜘まり！零寮昇降する　 奉からた趣とが記鋒隠残されているよモザ麗響・i…猪，

　事実をみせる事がら始めその事実を全部経験させた時；1’　培3年間の受み紅を中」師どじた関係琢濠的な1ブ…レイセラ

はじめて自分卿鯛題をと繍細来憂冬そ酵継を1略輔じて纏麺解解る関心は増し泊分硬
』割愛したとこ即細筋轡落貸う鋤轡求の卿醐大嘩全に本脇の帆脚
るという駅ある。・擁城÷…罧鶴∫邑r られた鞭あった猷鯵師競コシ偲拍舷麺

・た灘澱無雛難翻琴慧1』鱗綴犠灘鷲璽讐懸薫皐』
な励の嫌ものである油綴良凝あろ鱗今添獄熱母継鱒ズ普鰍鯛の簿保鯨通う鱗
．児は郷囎ど綬櫛畷の蝕手助をナと 》価ヤ》づ紬細セ御・熱麟と瞬より廣な燐購

る．二 し鳩先に脇げ慰うに鴛酔こま硫嫡題繊1 齢て恥で騰醜砕麟良い繊卿⑳であ
いわけではない．舶φ灘っ燦は軸ん識来騨 然・』騨慰鱗蘇獅聯殊学綴塗始練め、
状況購ての鹸麟壌雌を騒事㌣ま出繍綱・樋学級に嫌鋭惹2欝棚母鞍嘩学贈年隼・
えばタ方に嫡ば干物をと拡紅きちんとたたみ廟』、惚職撒学無麟欝でも妓の2御曝騨

ンのとれ鰹掘碗趣纏鱒て所卿所ゆま う ，』榔蜘熊る融確度の騨だうた概礁隼麟
騨蛛るの織急に降麺誠雨に自分の判断魚処㌃』建麹簾醜肋先生が配属され擁とカきち聯吟

理することが越ず購9越知；珊の命令に趣う 薄腿麟れ旗の蝉蝕融通塚轡弊韓
とした様に行動が蹴さ樋物間腰今律の轍ぴ、専瞬あ熟融う消断本児は母卿硝も麟

・鰹こと樋き砺、瞭し母との面接懸．灘晒、 き映の艦鰍科学習的蝿も可簿て1艇擁黙
た面をしてい締娯剣な瞬や躰げた働まわ・り』 聯却1晩強臨を舛われす海他の甦媚恥
躰人醸麹ま賄膿笑搬鄭く・・一勲徳壁』曜麟細ゆ虻も眠姓蓼あう魅鱗輝
⑫燭擁・滑、世苧1貯知」亭猟嚇曝 で騒鞭う解鳴β1σ㌧」錠妙鮒 て怖戴

52）ン翻βピ う・

＞1汐・r…』・壁・再 ．沖戦そのまま撒轍鮪勉61 蓼紛撒も到
，露の炉ぢは4才3胡磯・当轍室瞭所鵬1：』 カllづた勧か微蓼窺7ラ爆ザミる事櫛1ぐ蠣）1

（畷劉年9就学猶予の後小学校に入学までのほ麟11 騨郷な嘩でも何となくイライラ蓼脚卯｝，∫

億週晦時間のかイ・興ラやを続け入学雛 、融つ様に織同じ隷な鞭緕ぢらの箪 じ轡拶、ン

　　嫁髄瞳樋劾てセラピ纏打切っ焼略でド郷筋な嬉細すると・糧雛加鱗鞭薄麹・
　』 ある。　 　　　　　、さ1殿づ黄』1 1』牽1∵二覧

i㌧ r副　　次第に物を投げ建弟をうきとぼす等の乱暴が昂単誇導ぞζ

響轡rl轡　鰍醗誰騨励響嬰轡讐…・
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子どもを見ると突き飛ばす様になり，・遂に小さい子ども

に怪我をさせて しまった時，その興奮を両親でも静め．る

ことができず近所の精神科病院に40日間入院。それ以後

鎮隠剤の服薬を統けている。

　中学3年生になり担任の数が増し先生の目がとど、く様

になった事と，・新任の先生になぐられて以来一とてもか

なわないと思ったのか，その先生のいう事だけは良くき

くらしい。一方，母親のいう事はきかなくなり母の方も

入院以後，本人の気持をいらだたせる群に対し極端に憶

病になり，特にいう瑛をきかせようとする気持も少なく

なってしまっているし，6年生頃には熱心だった勉強も

殆どせず，当時承まるで夢の様に思えるとの事である。

学校でも学習的な恋には殆どのらず教室内をフラフラ

し，作業になって気がむくと，．あらかじめ1日の作業量

を決め1、それだけの量はどんな泰があづてもやるし，短

時間に出来てしまえば後は幾ら促がしても，それ以上に

は絶対やらないという。

　現在の家庭での様子は，．母の側へ来て母のやる富をみ

ている蛮が多レ．・。．父親が煙草をすっていれば，汀灰を落

とせ」 とか「消せ」とか側にいて世話をやく』その他は

別に何をするということもなく唯フラ7ラと歩き廻って

いる◎食べたいものは言葉で要求する5

・昭和51年3月に家庭訪問。ウーという声を出しながら

学校から帰宅。「今日は」と声をかけると，こちらを見

る礁もなく・r今日は」という。うつろな感じ。r誰だか

判る」と冊ねてみる。・知らぬ顔。母親をご色々話しかけら

れ，やうやくこちらを向き，「わからない」’と答える。

早くそんな面倒なやりとりから逃れたいと願っ《いる感

じが伝わって来る。さっさと自分の部屋に行きパジャ マ

を持って来て着がえようとする。・母に注意され隣の部屋

で着がえるポ動作はカシマソ。脱いだ服はぎちんと始宋

するげいつも持づているというお菓子の包みを抱えて戻

る。・お菓子を食べる箏に熱中5時々質問に答え6が非常

に早口であり一，・オーム返し淋多い。体を前後にゆする。

急に立ちあがり側にあったオルガソをたたくす4時にな

るとテレビをつけ幼児向けの番組が始まると1F部屋の中

を歩きまわり時々強1く・足をふみならす。 何もする富がな

く自分や，時間をもてあましているという感じがする。

坐る位置，客に卓上の食べ物がなくなるまですすめる等

バターン化じた行動は生活の随所にみられる5母親もそ

れを変化させることからおこる・トラブルを恐れ， 常に先

廻り先廻りしての生活である。

現在は施設への入所を希望，それを待ちながら福祉作

業所に通うには通っているが作業にはむらが多く，本人

にとって決して充実した生活とはいえないのが現状であ

る。

　3）症例C

　　このケースは3才11ヵ月の時，入園テストを受け，

　かねがね少し変った子どもだとは思っていたが1 園よ

　り当所での相談をすすめちれ来所したものである。

　　 当時，母親との関係が非常にうまく行’っている裏，

　当方に本児を受入れる適当なグループがなかった事な

　どから必要に応．じ母親との面接を続け今日に至ってい

　るケースである。

　昭和27年生，男児，父は開業医であり， 母と妹，父方

の祖母の5人家族。

　克明にっけられた母親の育児日記を読むと，確かに所

々にその片鱗を伺わせる行動特徴を拾うこと はできる
が，いずれもその年令の子どもにはしばしぱみられるも

のであり，果してそのことのみで異常といってしまって

良いかどうかは疑問の残るところである。一という ことは

少しづつのかたよりを示しながらも，本児の発達の速度

はかなり順調なものであったといってもよいという こと

であろう。

　幼児期の主な発達をひろってみると，

　1歳・…・甲なじみのない新しい洋服や靴をはかせよう と

すると大変気味悪そうに嫌がる。

　1歳3か月……ひとり歩き、

　1歳11か月……CMに興味を持つ。r人遊びが得意。

発語。人まねがみられる様になる。

　2歳8か月良い事と悪い事の了解はよく，一母の顔をみ

て「これは子どもは駄目ネ」等と口の中で反復してい

る」

　2歳11か月・り…自動車に夢中になる。父親を非常に好

むσ

　3歳2か月……2歳8か月頃みられ，その後なくなっ

ていた道をこわがる事が再びみられる様になると・同時

に，．電灯，帯〆，羽織の紐等をこわがる，近所の子ども

とよく遊ぶ。

　3歳4か月・・・…バナナの皮をむきながら，「バナナが

ゲラゲラ笑っている」等という。妹誕生。

　3歳7か月一…・よく公園に行くが1人そ遊んでいる。

家の中のあちこちに紐をはりめぐらし色々な物をぷらさ

げ，それをテントンテントンと命名。天井についている

電灯線の元の金具を，「バーシマル」と称してこわがる。

なぜ朝になったら又夜が来るのか等，自然現象に対する

質問が多くなる。屋根の勾配に興味を持つ。14を．アー

サ，△をターン。▽をジソマシマなどと勝手な名称をっ

け，それ等を正確に使いわける。

　3歳11か月……幼稚園の試験に行く。甘ったれでいう
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瑛をきかない 自己中心的なおばあち々ん子の最たるもの

と評される61好きな礁、と嫌いな事がますますはうきりも

て来る。 1 一5i』…〕 『こ 』ムドニ．． 〆、1』ξ躍：㌘い・1・！弓・rぐ』㌦．

、：・当相談室で知能ヲ外卜施行6、1、Q891： 言葉の抑揚に特

徴があり，1間題の主旨の理解が悪い礁等藤デ界察鴛の印

象として印されている¢・l　rr・ 染1・1 1
、1｝ボ、＿

、’ 当時の本児昏の扱めと してはジ大人の常識をそのまま

あてはめヂただのわがままとみて、しまわないこ！とよ本人

¢）菟詩や行動を理解．レよう之ザる態度1こそ大切である察

を強調る二・二の指示はそれまで何とかしなけれ曜と考えな

がらも，いう礁をきかす癖が出来ず是 ㍉仕方なく子ど もの

ざ［スにまきこまれててしまうてヌ～・る1とレ、・う現輿！の｝塗か

でら、ややもすれば不安定になりがfちな母親に，1、それで良

いのだ とレ） う自儒iと安定感を与え，＼具体的な扱いと⊃しコて

．はそれ程変らながりたが，、；ゆ母潤の気持の宏定嫉両者

の間によい影響をもたら’したようであっ疫5㌧』 ：

1…普通幼稚園卒業後ジ普通小学校に入学。1：r学習にはρ

いて行けると思うが！・ 嫌な事がある之音楽室のぐアノの

下にも ぐりこんでいる等， 理解に苦しむ行動炉多い」，と

いう事で担任よ、り精神科外の受診をすすめられるず精神

科受診61脳波検査の結果異常な、しじl　r応精神科医療の対

象ではないという事で診断盤が出されたが，「摯任に異常

とみられた事が母親の気持を硬化．しさせll・1 小学筏1r　b 2

年に必ずむもよ吟適応雪はヤえない状態であった。二3年

生に蓼り担任が変るδ ；の先生が本児を非常に面白蜂子

ξも1とみてく、れた箏が，』本児の入間関係を急速に改善さ

・せた様でありド学校以外での友達・どの交流もみられお様

になるぷただ声そヒにも持前あ気ままさほあiりζヒllある時

は毎日毎甘これま廼の友達なしめ生活などまるでうその

様に思える1程，く遊んミでレ、たがど思う’と，1突然・まったドぐ外

へ出なくなり友達が家に遊びに来る礁も嫌う様になると

い写状態がくり返された。』そのあまりの急激な変化に，

何どか本児の気持を珪解したいと折母がそめ気持の説明

をしつこく求あた乏之ろ1「どぢし虻だが自分で述わから

ない，でもそうしたいのだからさせておいて，・きら乏ま

た変るよ∫と答えたどいうよ。 ！、iゴ‘1
い』 ・」 1）．㍗

⊇1・その後ザ5ごの調子で行けば鈷まずまず心配はないので

はないが彩訟明るい希望の持てる2年間であらたが．5年

生窓塗り再びあま！り気の合わない担任に変るポ担任がら

注童を受ける礁も多く全体に沈滞無味だうたのを凱3学

期蜂入玖骨折しためを機会に休む ことでりり切る命と同、

時に中学岱の受験勉強を始める，．6年隼で再び担任が変

わ ひり差本児之の関係煮いう よりむしろ母親と担任め関係．

が非常に良・くな、り，1それが本児にも良い影響をもたらし

た様であった6i・受験勉強は，『非常に好調に進んでいると

思うと級・受験脅考える蛮などまうたく無媒と しかいえな

いよう な時もあり，、家族中が本人の調子に翻弄された1

｛年間廼あった蜀持i決1ド』・1遇、∵1〆 ごだ『lil二

1母親は非常に論理的であリヂ本児の問題に対処する時

もヂ論理的に間題を解決しよう とした様であらた・し， 1本

児にもそれを要零したす湊児の衆親へのあこがれはヂ父

親と同・じ職業につイ事を希望する という形となうてあら

われ憂 「あなた蹉な り1たやと思与てレ阪る医者になるため

に、は国家講験に通1らね嫉な・らず・国家試験を受ける爽め

には大学¢）医学部を卒業ド、大学に入るためには高校， 、中

学・∫・喚」、1と順をお らて今め勉強につなげる事がヨーや、り気

を失っている本児のやる気をおこさせる特効薬1どなづ

た。

　中学校嫉都内の有名私立校を受験じ“合格しだ事はララ

洛の皆を驚かせた！というd71その時も本人は合格を別に喜

ぶそ郵なく憂1『む画ろ当然り；町と．して受けとめ丁いた梯

で，『その自己中心的な球濁把擢に家族も本質的に幼児の

頃と少しも変っていない本児をそこにみて愕然とした：と

い弘』 1 深』㌧、ζ 、1
〆

、』中学2年隼にな．り1！・・野毬部匿入部，’（たでにあるが輿

に其面貝な部員態度酒あラ試粟の合宿から帰完＝．レだ時

嫡・ 、家庭での日頃のだらL嚢さから，1どんな生活をと心

配して暁母親に論頗の自分力言い擁協縄がなか
．づたかを知づな癖を告げシ、「菅れふらは，それをなおして

行かなけれ昏まならなレ選≧恵う」・とヤ、 った事が報告されて

いるび一 1硫・な遇il嘱『臥
　学業の面は，相変らず小学校の時にみられたムラが続

一き，ζ ここで心医者にな播滝あ≧し）う特効薬が大分使われ

た様であるが1 小学生の時と健異 り露やる気をお二させ

るき づがけが増えた・こ・とは見逃せない変化であらた。・即

ち‘．不褥手な幾何は担任の教師から心配のあまりド』家庭

に電話があった礁が，「先生そんなに心配してくれズい

たのが韮いう言灘共にやる勲起こさ翠し！瑛語

は，1r父と共にボクシソグの世界選手梅のテレゼ中継をみ

宅いた時，「英語ができなければ， ああいう有名な選手⑫

言舌もき『 礁ができない」”とレ、’う父親の何気なし、つぶやき

がやる気をおこすきづかけとなり‘㌧それ以後曝毎回70を

80点を とるという。 しか」し時間の配分の困難さ∫、き例えば

単謬を覚えるために単語幌を作りは じあるとそれをきれ”

いに作る事に熱中してしまいおぼえる時間がなぐなって

しま う等が試験での得点を難かしぐしていること1が学習

への両親の参卯を余儀なくし，『試験が済んだ時には親子

共虐くたくただ6たという6∫こんな生活がいつまでく11ゆ、、

』塚盗れるのか，なまじ手をかす事が本人り自律をおで庵
』

せているのではないかと考えつつも∫ 手をひいてしまえ、
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専ま進級もおほrζ〉かなし’》と》、う現実が，手をひ1＜ 礁もカ・な

わず，、将来への見通しもたたぬまま，．こと学習に関して

は手をかし続けるという重苦しい毎日が続く。 しか1し〆

それも妹の中学受験を前に母がし』「かわいぞうに，・ 兄が

手ががかるので勉強をみてあげる菰も出来ない」 といっ

ているのを聞題「ぽくは1人でやるから妹の勉強をみ

てやらて下さレ、」と宣言して以来好転。一方ダ、・小学校以

来の経験で教師どの関係をよく・するたあ，毎々に母親が

教師との話し合いを持った蛮が，母親め過保護と非難す

る教師もいたかわりに，それによ ヴて本人に対する見方

．を変えてくれて教師もいた礁にささえられ本児は今やう

やく・1人歩きを始めた様である5r

3．考 察

症例A・Bは性及び若干の年齢の違いこそあれ，自閉

的な子どもに対する教育の方向の基本的な考え，それに

伴う日常の扱い，及び予後の状態に対照的な違いをみせ

た症例である。

　症例Aでは，受入れを中心とした扱いが，これ等の子

ども達に対する治療の基本的課題である人間関係を育て

て行く上鳩まず必要とされていた時代に，1まわりの大

人の望む人間像に少しでも近づけるべ く，・まさに正反対

ともいえる訓練が しいられている5ひもを．1日中ふりま

わしている子どもの姿を，本来あるべき子どもの姿では

ないと考えたと同時に，そんな毎日rしかない子どもにだ

けはしたくないとの母親の願いが結集された結果であろ
う。

　しか・し』症例Bにおい ても又他の多くの例でも，その

日常生活の中に強制がまったくなか疹たわけではないo

が，そのいずれもが本人の烈しい拒否，：、あるいは二次的

な障害の発生によって引ぎさがらずを得なくなっている

現実がある。その様な中でなぜ症例Aがその様な事態に

追いこまれること もな』く1つの成果をあげ得たのか，確

かに本児の顔は決して生き生きとしているとはいいがた

いし，いいつけられた仕蛮を済ませた後， 次の仕蛮が指

示されるまで，まったく何もせずただウロウロと歩き廻

るが，一椅子に坐ったままであるのをみた時，そこに何の

問題もないといい切る事に出来ない。その自発性・主体

性のなさをある人は二次的な障害とまではいわないま、で

も，まわりの大人によって作られた問題行動であると指

摘するかもしれない6しかし症例Bにみられる何もする

ことのない．というか．しよう とせず，、むなしい時の流れに

身をゆだねている状態に，むしろ人間としての苦しさを

　が自分自身の中に現実への存在感を持ち得ているのかぴ

　そして母の命令によって動く症例Aにおける存在感とは

　いかなるものであるのか。あらためて間いなおしてみな

　ければならない問題艶あろづ♂その様な状況の中で彼等

　が非現実的な行動をと りやすい班は容易に想像できる

　し，それが具体的嶽行動としてもられた場合，そこに生

　ずるであろう社会との軋礫は彼等を ますます不安に陥入

　れ，現実から遠ざける恋もまた想像にかたくない。 そし

　てその具体的な例を症例Bにみた時1 一概に自発性のな

　さだけを指摘し子どもの状態を無視し←そこに至る経過

　のすべぐを否定し得ないものを感ずる。F』

　　症例Aにおいて次に検射しておかなければならないの

　は，二次的な問題行動をおこすこどなしに訓練に一応の

　成果をみた事実であろう。’そこには純粋に本人のためど

　いう，ひたむきな母親の本人への注目があり，それが実

　にこまかい段階をふんでの訓練であり，強制であうたこ

　とを見逃してはならない。あいまいさの中で生きること

　の不得手な彼等に，徹底した一方向が，それも具体的に

　示された事は，むしろ症碗Aにとって安定を約束するも

　のであったのかもしれないじ今後この様な経過の中で自

　発性をも育てる礁の工夫淋なされて行かなければならな

　いであろう。

　　症例Cの予後が現在のところ良好といえる経過をたど

　っている原因としては， まず本児の本質的な知能の高さ

　と自閉性の軽さをあげることができるであろ う。・それは

　乳児期がら幼児期にかけての発達の様相が，それ程大き

　、く標準から逸脱していないことから伺い知ることができ

　る。　Bosch，G．も5歳時の君語の存在は非常に役立つ

　予後の指標であり，I　Qと予後との密接な関係を指摘・し

　ている。即ち，　実olbW up、 した20名のう，ち比較的良好

　な予後を示している7名はいずれもLQ90以上の症例で

　ありむ予後が明らかに不良なもの8名のうちILQが50以

　上の者は1名もレ、・なかった事を報告している、し，1 Ru隻ter

　らもI　Qテ不 トに対する子どもの反応を重視してし》る◎

　となると，

　　症例Cが示した3歳11か月の時に行った知能テス．トが

　I　Q89という結果は，良好な予後を予測し得るに充分な

　数値である。しかしそこに本児の持つ能力を最大限にひ

　き出した母親及び本児をとりまく家族の本児に対する扱

　し ・を無視することは出来ない。感情を交えず理屈で納得

　させるというやり方，及び症例報告のところでは割愛し

　たが本症例の家庭教師，、チ呂ロ学習など本人を受入れ，
竃
ll

本人の個性を面白いと見てくれた人々との数多い出会い

鶏犠灘瀧繍箪灘窺が駿灘鱗贈箏講蕩、、た齋
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が，他の症例とは大きく異る点である。Kannerもその

論文の中で一予後の良い症例は不良例と異なり，10代中

頃に彼等は自己の風変わりさについて不安のうちに気づ

く様になり，彼等が一般的に期待されていることを義務

として自覚するようになり，適応するために意識的な努

力をしたとし，このような自己概念の社会適応の方向へ

の漸進的な変化の過程を特徴の1っとしてあげている一

一以上若林慎一郎氏らの論文からの引用一と指摘してい

るがまさにその書葉を裏づけるものであろう。将来への

目標を持つこと，期待される自己め把握など，それ等を

得られる こと自体，能力に関係があるといってしまえば

』それまでであるが，自閉的な子どもの成長を考える場

合，とかく判断しやすい教科学習の出来1 不出来で云々

されがちであるが，その凄への大きな警告も与えるもの

であろう。

　現に症例Bも幼児期におめて，それ程将来を輩観しな

ければならない程のケースではなかったが，小さ炉子ど

もを怪我させたという一事がヂ母親の気持をくじかせて

しまっている。小さい子どもへの攻繋が何を童味するの

か，それは先にも述飛たように非現実的と、もいえる現在

の生活と決して無関像ではないであろうし・ すでに幼児

期においてみられた確壊的な行動，気に入らないと飛瓶

・をおこし容易に気分を変えることができないという気性

の烈しさφかたさと源を1にするものなのであろ、うか・

母親のトラブルをさけようと しての日常生活㊨中でのあ

まりに先廻り的な癖態への対処の結果なのであろうか。．

　もしそうであるなら，幼児期において同じ様な問題のみ

　られる子どもをこ対して今後どの様なアプ・一チ炉必要で

　あるのかが早急に検討はされなければならない問題であ・

　ろう。

　　受入れを中心とした治療がすすめられていた時代に，

　その幼児期・学童期の大部分を過した子ども達が思春期

　を迎えるよ嚇ヒな？た今・そのセラピーが批判の享とと

　なっている。確かに冠余暁よりよく適痔しよう≧する気

r持の稀薄な彼等に，又自閉症を人間関係の障害として，関

　係療法にのみ頼？だ治療方法には限界が為ったようであ

る。．しかしそれは即，徒来のブレィセラピーを否定する

　もめでは決してない。徒来のブレィセラビーを否定する

　ものにとって症例Aはむしろ拍手を持ってむかえられる

　症例であるかも』しれない。しかし，そこに本人の成畏を

　助ける宰にこまがい遷切な階段をふんだプログラムがあ

　 ったという事そ証明される母の子の強い結びつきを見落

　してはならない。更に，多く．の異った点を持つ三例では

　あったが，その中で共遷ヤていえることの1つに教師ど

　の出会いが彼等に大きな影響を与えているという事をあ

　げることが出辛るg・．担任．との関係がうまく行っているか

　否かが，子どもの状態の良否にそのまま反映されている

と濾さえ泌峯嫡こ挙母親につヤ’ても御幹
　りまく人間すべてに同 じホうな事がいえるわけであり，

　・あくまでも彼等を理解、し・ 受入れる人間関係が土台でな

　ければならない事を示す、ものであろう。
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